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伊丹 万作 



キシ— ドを 着こなして 手 さばき も鮮 かに 料理 を 食う こ 

とよりも むしろ その 反対の 光景 を 期待して いるか もし 

はっぴ 

れ ない。 私 は 奇観 を そこねな いために 法被で 出かける 

マ J とに する。 

さて 「日本に はろ くな もの は 一 つもない」 というの 

は、 いまどきの 青年 紳士 諸君が 一日 三回、 ないし 二日 

に 一 回の 割合 を もって 好んで 使用され る 警句の 一 つで 

あるが、 多くの 警句が そうで あるよう にこの 警句 も ま 

た ほぼ 五十 パ— セントの 真理 を 含有して いる。 なお、 

そのうえに 「能と 古 美術と 文楽と 潜航艇の ほかに は」 

というよ うな 上の句 を 添加して 用いた 場合に は 事 は 一 



ある。 

しかし ともかくも 現在の 状態で はつ まらない という 

なら、 それ は 一 応の 事実と して 受け取れる。 この 一応 

の 事実が よってく ると ころ を少々 考えて みょう。 

「めったに 感心す るな」 という こと は、 現代の 紳士が 

その 体面 を 保つ うえに おいて 忘れて はならない 緊要な 

る 身 だしな みの 一 つで ある。 これ は 何もい まさら 私が 

指摘す るまで もな く、 いやしくも 現代の 紳士 階級の 一 

般 心理に 関心 を 持つ ほどの ものなら だれし もがと つく 

の 昔に 気づいて いる 現象で ある。 

「感心 をし な、，， I と、，， うこと は、 昔 は 「惑、 ひ をす る」 



しかし これら は 我々 が 最も 苦手と する 連中に 比較す 

ると き はま だ 幾分 愛すべ き 部類に 属する。 

我々 が 目して 最も 苦手と する 連中 は、 かの 「見ない 

先から すでに 感心し ない」 紳士た ちで ある。 この 手 合 

い に対して は 残念ながら 我々 は 全く 策の 施しよう がな 

いので ある。 

もしも この 手合いに 対して 残された 唯一 の 手段が あ 

ると すれば、 それ は いささか も 彼らの 意志 を 顧慮す る 

ァ J となく 直接行動に 訴え て 強制的 にこれ を 館へ 連行す 

る ことで あるが、 この 方法 は 法律 的に も 経済的に も 心 

理学 的に も 障害が 多くて 実行が 困難で あり、 あまつ さ 



た 人で ない といえない と 思う。 

ともかく 現在の 機械的 不備の なかで あれ だけの 仕事 

をした という だけで も 私に と つ て はま さしく 驚異で あ 

る。 ことに 伊藤 氏の 「丹 下 左 膳」 第二 篇の ごとき は 撮 

影 上の 設備 その他 あらゆる 意味に おいて 世界 最悪の コ 

ン ディ ショ ンの もとに 作られた という 点から い つても 

ともかく あれ だけお もしろ いものが 作られた という こ 

と は 私に とって は 人間業と は 思えない ものが ある。 

したがって， J の 人た ち を 理想的な コ ンデ イシ ヨンの 

もとに 置いて 仕事 を させた 場合 を 考える と 日本の ト— 

キ ー がつ まらない などと は 容易に いえない 気がする の 



から、 日本の ト— キ ー もま だ 当分お もしろ くなら ない 

ものと 思って いただいて 結構で ある。 

かくて 日本の ト— キ— がつ まらない という こと は 現 

在の ところでは 残念ながら 一 般的 事実と して これ を認 

めなければ なるまい。 しかし、 日本の ト— キ— がいか 

に つまらな いとい つても、 つまらない 点から いえば 無 

声 映画の ほうがな おい つそう つまらない であろう。 

(『中央 公論』 昭和 九 年 九月 号。 原題 「トォ キイ 監督の 

苦悶 I 雑文 的 雑文 II 」) 
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